
大和歩道橋

揖斐川町 横断歩道橋長寿命化修繕計画

平成 ２８ 年 １２ 月

（令和 ７ 年 ３ 月更新）

岐阜県 揖斐川町 産業建設部 建設課



１．道路施設（横断歩道橋）の現状と課題

１．１　現状と課題

◯揖斐川町が管理する供用中の横断歩道橋は令和７年３月３１日現在２橋あり、１橋が

　緊急輸送道路上に設置されています。

◯点検による確実な状態把握、点検結果に基づく措置が必要となっています。

１．２　計画対象（町内道路の路線数と延長）

◯揖斐川町は、１，３５９路線（６１１㎞）の町道を管理しています。(R7.3.31現在)

１．２　計画対象（横断歩道橋）

◯町内の横断歩道橋は２橋あります。（R7.3.31現在）

◯揖斐管内に２橋が設置されています。

１．３　建設後の経過年数

◯建設後の平均経過年数は約３２年です。

◯現在(２０２５年)、建設後５０年を越える横断歩道橋はありません。

◯２０年後には５０年を超える横断歩道橋があり、高齢化が徐々に進む状況

　です。

－ 1 －

種別 路線数 総延長

１級町道 40 49.0 ㎞

計 1359 611.0 ㎞

２級町道 56 54.7 ㎞

その他町道 1263 507.3 ㎞
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２．メンテナンスサイクルの基本的な考え方

２．１　基本方針

◯今後更に老朽化する道路構造物の増加が見込まれることから、以下を基本方針とします。

１．点検、診断、措置、記録というメンテナンスサイクルを構築し持続的に推進します。

２．今後更に維持管理･更新費用の増加が見込まれることも踏まえ、メンテナンスサイクル

　　の推進により効率的・効果的な維持管理を実施します。

点検： 個別施設計画に基づき､定期的にトンネルの点検を実施し、変状状態の把握に努める。

診断： 定期点検結果に基づき、損傷原因に関する所見をまとめ、対策区分の判定を行う。

措置： 点検結果と個別施設計画から的確かつ効率的に補修等を行う。

記録： 各種点検結果、補修等の履歴を記録保存する。

－ 2 －

診断

措置記録

点検

メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンス

サイクルサイクルサイクルサイクル

様式（その２）

状況写真（損傷状況）

点検時

（調査時）

点検時

（調査時）

措置後 措置後

- -

- -

点検時

（調査時）

点検時

（調査時）

措置後 措置後

○部材単位の健全性の診断（判定区分）が、Ⅱ、Ⅲ又はⅣの部材について記載する。なお、同一部材で、変状の種類が異なる損傷がある場合は、変状の種類毎に記載する。

○写真は、不具合の程度が分かるように添付すること。

調査年月日

備考欄 備考欄

措置（方針） 措置年月日 措置（方針） 措置年月日

調査（方針） 調査年月日 調査（方針）

変状の種類

健全性

の診断

健全性

の診断

-

写真番号

写真

写真番号

写真

部材名 部材名

変状の種類

-

写真

部材名

調査年月日

措置（方針） 塗装塗替え、舗装打換 措置年月日 措置（方針） 塗装塗替え 措置年月日

写真２

防食機能の劣化

健全性

の診断

Ⅱ

健全性

の診断

階段 排水管

蹴上げ

変状の種類 防食機能の劣化 変状の種類

Ⅱ

写真番号 写真１

写真

写真番号

調査（方針） - 調査年月日 調査（方針）

備考欄 - 備考欄

部材名

23日

管理者名 揖斐川町役場 調査員 - -

㈱興栄コンサルタント 加藤政義

点検年月日 2016年 8月横断歩道橋名 大和横断歩道橋

路線名 一般国道303号(指定区間外) 点検員

様式（その２）

状況写真（損傷状況）

点検時

（調査時）

点検時

（調査時）

措置後 措置後

点検時

（調査時）

点検時

（調査時）

措置後 措置後

○部材単位の健全性の診断（判定区分）が、Ⅱ、Ⅲ又はⅣの部材について記載する。なお、同一部材で、変状の種類が異なる損傷がある場合は、変状の種類毎に記載する。

○写真は、不具合の程度が分かるように添付すること。

備考欄 防食機能の劣化、局部的に表面さびが見られる。 備考欄 橋面からの浸透水が要因である水かかりが見られ、進行性の腐食が生じている。

横断歩道橋名 ふるさと橋

変状の種類 変状の種類

措置（方針） 措置年月日 措置（方針）

調査（方針）

部材名

床版

部材名

措置（方針） 措置年月日 措置（方針）

備考欄 水かかりのある横桁に接しているデッキプレートに著しい腐食が見られる。 備考欄 地覆と路面の境界部に腐食が見られる。

措置年月日

調査年月日 調査（方針）

写真

上部構造 その他

調査年月日

写真4

写真番号

変状の種類 腐食 変状の種類 地覆の腐食

写真番号 写真3

写真

写真番号

健全性

の診断

Ⅱ

健全性

の診断

Ⅱ

部材名

措置年月日

調査（方針） 調査年月日 調査（方針）

写真

上部構造 上部構造

防食機能の劣化 腐食

健全性

の診断

調査年月日

写真2

Ⅱ

健全性

の診断

Ⅱ

主桁

部材名

横桁

写真１

写真

写真番号

10日

調査員

路線名 揖斐川西平2号線

管理者名 揖斐川町

点検員

点検年月日 2015年 12月

別紙３　点検表記録様式 様式（その１）

横断歩道橋名・所在地・管理者名等

緯度

経度

（フリガナ）

2016年 8月 23日 点検員

- 調査員※１

部材単位の健全性の診断（部材毎に最も悪い判定区分を記入）

判定区分

（Ⅰ～Ⅳ）

措置後の

判定区分

　主桁 Ⅰ

　横桁 Ⅰ

　床版等 Ⅰ

　下部構造 Ⅰ

　階段部 Ⅱ

　その他 Ⅱ

横断歩道橋毎の健全性の診断（判定区分Ⅰ～Ⅳ）

（判定区分）

全景写真（起点側、終点側を記載すること）

橋長（ｍ） 通路幅員（ｍ）

29.7 1.5

※１ ： 調査員は、非破壊検査（板厚調査、き裂調査等）を実施した請負者等を記入する。

※２ ： 架設年次が不明の場合は「不明」と記入する。

架設年次※2

1989年

（所見等） （再判定区分） （再判定実施年月日）

Ⅱ 歩道橋階段部の塗装塗替え、舗装の打換、排水管の塗装塗替えが必要である。

腐食、防食機能の劣化 写真2：下り線の排水管

点検時に記録 措置後に記録

腐食、防食機能の劣化 写真1：下り線階段蹴上げ

　上部構造

部材名

変状の種類

（Ⅱ以上の場合に記載）

備考（写真番号、位置等が分か

るように記載）

変状の種類

措置及び判定

実施年月日

有 二次 信号機

点検時に記録 措置後に記録

揖斐川町役場 調査実施年月日

代替路の有無 緊急輸送道路 占用物件（名称）

大和歩道橋
一般国道303号

(指定区間外)

岐阜県揖斐川町上南方497

ヤマトホドウキョウ

管理者名 点検実施年月日

横断歩道橋名 路線名 　所在地 設置位置

36°29′42.2″

136°33′26.7″

起点側

別紙３　点検表記録様式 様式（その１）

横断歩道橋名・所在地・管理者名等

緯度

経度

（フリガナ）

2015年 12月 10日 点検員

- 調査員※１

部材単位の健全性の診断（部材毎に最も悪い判定区分を記入）

判定区分

（Ⅰ～Ⅳ）

措置後の

判定区分

　主桁 Ⅱ

　横桁 Ⅱ

　床版等 Ⅱ

　下部構造 Ⅰ

　階段部 Ⅱ

　その他 Ⅱ

横断歩道橋毎の健全性の診断（判定区分Ⅰ～Ⅳ）

（判定区分）

全景写真（起点側、終点側を記載すること）

橋長（ｍ） 通路幅員（ｍ）

29.0 2.0

※１ ： 調査員は、非破壊検査（板厚調査、き裂調査等）を実施した請負者等を記入する。

※２ ： 架設年次が不明の場合は「不明」と記入する。

調査実施年月日

その他 標識

フルサトバシ

点検実施年月日

緊急輸送道路 占用物件（名称）代替路の有無

有

　上部構造

A2側：第2径間

1997年

架設年次※2

Ⅱ

腐食

措置後に記録

（所見等） （再判定区分） （再判定実施年月日）

点検時に記録

上部工の腐食状況を改善するため、橋面防水工が必要である。

横断歩道橋名 　所在地 設置位置

地覆の腐食 写真4（P1側：地覆01）

岐阜県揖斐郡揖斐川町北方

部材名

備考（写真番号、位置等が分か

るように記載）

変状の種類

路線名

防食機能の劣化

腐食

腐食

35°30′14″

136°32′13″

措置及び判定

実施年月日

ふるさと橋

揖斐川町

揖斐川西平2号線

管理者名

点検時に記録 措置後に記録

写真3（A1側：床版01）（第1径間）

変状の種類

（Ⅱ以上の場合に記載）

写真1（P1側：主桁01）

写真2（A1側：横桁01）（第1径間）



２．１　定期点検・診断

◯横断歩道橋の点検については、下記の定期点検要領等に基づき、５年に１度、近接目視

　による点検を実施し、結果については４段階で区分します。

横断歩道橋定期点検要領　（令和６年３月　国土交通省 道路局）

岐阜県横断歩道橋点検マニュアル　（令和２年３月　岐阜県県土整備部 道路維持課）

　※定期点検要領等が改訂された場合、最新の定期点検要領等に基づき実施する。

近接目視による点検状況

－ 3 －

区分

構造物の機能に支障が生じている。又は生じる可能性が

著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置

を講ずべき状態

構造物の機能に支障は生じていないが、予防保全の観点

から措置を講ずる事が望ましい状態

構造物の機能に支障が生じていない状態

状態

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

予防保全段階

健全

早期措置段階

緊急措置段階



３．計画期間

３．１　計画期間の考え方

◯定期点検サイクルを踏まえ点検間隔が明らかとなるよう、計画期間は１０年とします。

◯計画期間（2024年度～2033年度）における老朽化対策等は、別紙「横断歩道橋長寿命

　化修繕計画一覧表」のとおり。

◯点検結果等を踏まえ、適宜、計画を更新します。

４．対策の優先順位

４．１　優先順位の考え方

◯点検結果に基づき、効果的な維持及び補修が図られるよう必要な措置を講じます。

◯対策の優先順位は、損傷程度や損傷位置からみる施設の健全性の他、迂回の可否または

　難易からみるネットワーク、路線の重要性、第３者への影響などから総合的に勘案して

　判断します。

－ 4 －

５年に１回の頻度

点検結果に応じて 点検結果に応じて

◯◯◯◯

５年に１回の頻度

4 7 8 9

計　画　期　間

5年 6

施設名称

0 1 2 3

点検 点検

修繕 修繕



５．施設の状態、対策内容、実施時期

５．１　横断歩道橋の状態

◯揖斐川町が管理する横断歩道橋は２橋で、令和２年度に２橋の点検を実施し、

　その結果は、判定区分Ⅰ：０橋、Ⅱ：２橋、Ⅲ：０橋、Ⅳ：０橋となっています。

◯判定区分Ⅱの損傷は、腐食・防食機能の劣化によるものです。

◯メンテナンスサイクルを継続的に廻すことで、横断歩道橋を長期間にわたって健全な状

　態に保つことが可能となります。

５．２　対策内容

◯健全性の診断に基づき横断歩道橋の状態等を十分に把握し、効率的な維持及び修繕が図

　られるよう、必要な措置を実施します。

◯対策事例として、腐食による塗装剥離に対しては塗装塗替を実施し、機能を維持します。

５．３　実施時期

◯実施時期は、点検結果及び維持補修の効率化等を踏まえ決定します。

◯計画期間における対策の実施時期は、別紙「横断歩道橋個別施設計画」のとおりです。

階段部の防食機能の劣化 床版の腐食

－ 5 －

Ⅱ

2

100%

二巡目（R1～R5）点検結果

判定区分 判定結果

Ⅰ 0

Ⅱ 2

Ⅲ 0

Ⅳ 0

計 2



６．新技術等の活用方針

◯今後、点検に係る費用の縮減や効率化等の効果が見込まれる新技術等の活用を

　検討します。

７．費用の削減に関する方針

◯今後、点検に係る費用の縮減や効率化等の効果が見込まれる新技術等の活用を

　検討し、点検費用の削減を目指します。

◯今後、迂回路が存在し利用頻度の低い以下の施設について、集約化・撤去等を

　検討し、維持管理費用の削減を目指します。

1997 29.0 R2年度 Ⅱ

－ 6 －

ふるさと橋 集約化を検討

道路橋名

架設

年次

延長

点検

年度

判定

区分

検討方針



揖斐川町横断歩道橋個別施設 ※本計画は、定期点検結果及び予算措置状況等に応じて随時更新を図る。

諸元

施設名 路線 修繕計画修繕計画　（測試：△　修繕工事：○）

大和歩道橋 （ﾔﾏﾄﾎﾄﾞｳｷｮｳ） 町道揖斐川表山西之山線 1989 29.7 1.5 揖斐 35.495056度 136.557417度 国道303号

一般国道

(指定区間外)

岐阜県 二次 R2年度 Ⅱ R7年度

ふるさと橋 （ﾌﾙｻﾄﾊﾞｼ） 町道揖斐川西平2号線 1997 29.0 2.0 揖斐 35.503786度 136.537100度

町道揖斐川上杏

之木西平線

市町村道 揖斐川町 無し R2年度 Ⅱ R7年度 集約化検討中

備考

架設年次

橋長

（m）

通路

幅員

（m）

起点側の位置 跨道下の路線情報

点検

年度

判定

区分

直近の点検結果

次回

点検

年度

修繕内容

対策の

着手年度

完了

予定年度

概算

修繕金額

（百万円）

横断歩道橋名 (ﾌﾘｶﾞﾅ) 路線名 管内 緯度 経度 路線名 道路種別 管理者

R6

(2024)

R7

(2025)

R8

(2026)

緊急輸送

道路

R15

(2033)

Ⅰ～Ⅳ

R9

(2027)

R10

(2028)

R11

(2029)

R12

(2030)

R13

(2031)

R14

(2032)


